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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該トッププレートの下方に設けられ、
前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前記本体後方で前記第１、第２の加
熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、外部の空気を前記トッププレートの後側の
本体上面に形成された吸気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第１の加熱
コイル側の前記本体外面に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、該吸気フ
ァンの前方に配置され前記第１及び第２の加熱コイルを駆動する制御基板と、該制御基板
を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器であって、
　前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を前記第２の加熱コイルの外側で前記第３
の加熱コイルの中心と前記吸気ファンの外殻との間に形成された吐出口から吹き出す通風
路を設けると共に、前記通風路の吐出口から吹き出す空気を送るための補助ファンを前記
本体内に設けたことを特徴とする誘導加熱調理器。
【請求項２】
　本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該トッププレートの下方に設けられ、
前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前記本体後方で前記第１、第２の加
熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、前記第１の加熱コイルの下方に設けられた
ロースターと、外部の空気を前記本体後方上面の前記第２の加熱コイル側に形成された吸
気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第１の加熱コイル側の前記本体外面
に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、前記ロースター側の空間と前記制
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御基板及び前記第１の加熱コイルの側の空間を仕切るロースターカバーと、前記ロースタ
ーカバーの側壁で仕切られた前記ロースターの側方の空間内で前記吸気ファンの前方に配
置され前記加熱コイルを駆動する制御基板と、前記制御基板を覆う基板カバーとを備えた
誘導加熱調理器であって、
　前記吸気ファンが前記制御基板に対して吹き出した風を前記基板カバー、前記吸気ファ
ンの外殻及び前記ロースターカバーの側壁で囲まれた空間内に形成された通風路で後方に
導き、前記本体内部後方に形成された吐出口から吹き出し前記第３の加熱コイルに送風す
ると共に、前記通風路の吐出口から吹き出す空気を送るための補助ファンを前記本体内に
設けたことを特徴とする誘導加熱調理器。
【請求項３】
　前記通風路の吐出口が前記吸気ファンの外殻又は前記制御基板を覆う基板カバーに形成
された請求項１又は２に記載の誘導加熱調理器。
【請求項４】
　本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該トッププレートの下方に設けられ、
前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前記本体後方で前記第１、第２の加
熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、外部の空気を前記本体後方上面の前記第２
の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第１
の加熱コイル側の前記本体外面に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、該
吸気ファンの前方に配置され前記第１及び第２の加熱コイルを駆動する制御基板と、該制
御基板を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器であって、
　前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を前記本体後方の位置から吹き出す吐出口
を有する通風路を前記本体内部に設け、前記通風路の一部が前記本体内部に形成された通
風ダクトであり、該通風ダクトに前記通風路の吸気口である通風路吸気口を形成するとと
もに前記本体内部に補助ファンを取り付け、前記吐出口より風上の位置に設けられた前記
通風路吸気口を介して前記補助ファンに吸入した空気を前記第３の加熱コイルに送るよう
にしたことを特徴とする誘導加熱調理器。
【請求項５】
　前記通風路の一部が前記吸気ファンの外殻又は前記基板カバーに形成された通風ダクト
であることを特徴とする請求項４に記載の誘導加熱調理器。
【請求項６】
　前記通風路の一部が前記吸気ファンの前方に位置する前記制御基板を保持する基板ケー
スに形成された通風ダクトであることを特徴とする請求項４に記載の誘導加熱調理器。
【請求項７】
　前記通風路吸気口を前記吸気ファンの風上に設け、外部の空気を前記吸気ファンを介さ
ず吸入することを特徴とする請求項４に記載の誘導加熱調理器。
【請求項８】
　本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該トッププレートの下方に設けられ、
前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前記本体後方で前記第１、第２の加
熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、前記第１の加熱コイルの下方に設けられた
ロースターと、外部の空気を前記本体後方上面の前記第２の加熱コイル側に形成された吸
気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第１の加熱コイル側の前記本体外面
に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、前記ロースター側の空間と前記制
御基板及び前記第１の加熱コイルの側の空間を仕切るロースターカバーと、前記ロースタ
ーカバーの側壁で仕切られた前記ロースターの側方の空間内で前記吸気ファンの前方に配
置され前記加熱コイルを駆動する制御基板と、前記制御基板を覆う基板カバーとを備えた
誘導加熱調理器であって、
　前記吸気ファンが前記制御基板に対して吹き出した風を前記基板カバー、前記吸気ファ
ンの外殻及び前記ロースターカバーの側壁で囲まれた空間内に形成された通風路で後方に
導き、前記本体内部後方に形成された吐出口から吹き出し前記第３の加熱コイルに送風す
ると共に、前記通風路の一部が前記本体内部に形成された通風ダクトであり、該通風ダク
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トに前記通風路の吸気口である通風路吸気口を形成するとともに前記本体内部に補助ファ
ンを取り付け、前記吐出口より風上の位置に設けられた前記通風路吸気口を介して前記補
助ファンに吸入した空気を前記第３の加熱コイルに送るようにするとともに、前記通風路
吸気口を前記ロースターカバーの風上側に設けたことを特徴とする誘導加熱調理器。
【請求項９】
　本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該トッププレートの下方に設けられ、
前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前記本体後方で前記第１、第２の加
熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、外部の空気を前記本体後方上面の前記第２
の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部に取り入れ吸気ファン吐出口から前
方に吹き出し前記第１の加熱コイル側の前記本体外面に設けられた排気口から排気するた
めの吸気ファンと、該吸気ファンの前方に配置され前記第１及び第２の加熱コイルを駆動
する制御基板と、該制御基板を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器であって、
　前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を吹き出す通風路を前記本体内部に設け、
前記通風路の吸気口である通風路吸気口が前記吸気ファンの外殻の側壁の前記吸気ファン
吐出口と別の方向に形成されており、前記通風路を構成する通風ダクトを前記吸気ファン
の外殻に形成し、前記吸気ファンに吸入した空気を前記通風路吸気口及び前記通風ダクト
を介して前記第３の加熱コイルに送るようにしたことを特徴とする誘導加熱調理器。
【請求項１０】
　前記通風ダクトに補助ファンを取り付けたことを特徴とする請求項５、６、８、９のい
ずれか１項に記載の誘導加熱調理器。
【請求項１１】
　本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該トッププレートの下方に設けられ、
前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前記本体後方で前記第１、第２の加
熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、外部の空気を前記本体後方上面の前記第２
の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第１
の加熱コイル側の前記本体外面に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、該
吸気ファンの前方に配置され前記第１及び第２の加熱コイルを駆動する制御基板と、該制
御基板を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器であって、
　前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を吹き出す通風路を前記本体内部に設け、
前記通風路の一部が前記吸気ファンの前方に位置する前記制御基板を覆う基板カバーに形
成された通風ダクトであり、該通風ダクトの近傍の前記吸気ファンの外殻に前記通風路の
一部である別の通風ダクトを形成し、前記吸気ファンに吸入した空気を前記基板カバーの
通風ダクト及び前記吸気ファンの外殻の通風ダクトを介して前記第３の加熱コイルに送る
ようにしたことを特徴とする誘導加熱調理器。
【請求項１２】
　前記吸気ファンの外殻の通風ダクト又は前記基板カバーに形成された通風ダクトに補助
ファンを取り付けたことを特徴とする請求項１１に記載の誘導加熱調理器。
【請求項１３】
　前記通風路の吐出口よりも前記本体内の手前側において前記基板カバーに第２の通風ダ
クト吐出口を形成し、前記吸気ファンに吸入した空気を前記第２の通風ダクト吐出口を介
して前記第１の加熱コイルに送るとともに、前記通風ダクト吐出口を介して前記第３の加
熱コイルに送るようにしたことを特徴とする請求項１１又は１２に記載の誘導加熱調理器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、システムキッチン等に組み込んで使用する誘導加熱調理器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の加熱調理器には、トッププレートと筐体により一体化された本体内に吸
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気専用ファンと排気専用ファンを設けて吸排気経路を強制的に形成したものがある。この
ような加熱調理器では、機器内部の圧力損失が大きくても、吸気口より取り入れた空気は
排気口より確実に排気されるので、機器の冷却が効率よく行われる（例えば、特許文献１
参照。）。
【０００３】
　また、本体内の前部には誘導加熱手段を構成する複数（例えば、二つ）の加熱コイルが
設けられ、加熱コイル後方には電気抵抗発熱式加熱手段であるラジェントヒータが設けら
れているものもあり、吸気専用ファンから取り入れた空気は、電子部品を備えた制御基板
を冷却し、さらに加熱調理器前面に設けられた操作部あるいは加熱庫や加熱コイル等の発
熱部を冷却した後、排気専用ファンにより外部に排出される（例えば、特許文献２参照。
）。
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３５４２６４号公報
【特許文献２】特開２００４－２８８６５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　最近では、加熱コイル後方に設けられたラジェントヒータに代えて第３の加熱コイルを
設けたものも提案されているが、ラジェントヒータは冷却する必要がないのに対し、加熱
コイルは冷却する必要があることから、第３の加熱コイルを設けた三口誘導加熱調理器に
、加熱コイルの後方にラジェントヒータを設けた構成の加熱調理器と同様の吸排気経路を
採用すると、第３の加熱コイルに十分な冷却風量を確保できないという問題が生じる。
【０００６】
　本発明は、従来技術の有するこのような問題点に鑑みてなされたものであり、本体後方
に加熱コイルを設けた場合でも、当該加熱コイルの十分な冷却風量を確保することができ
る誘導加熱調理器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明のうちで請求項１に記載の発明は、本体と、該本体
の上面を覆うトッププレートと、該トッププレートの下方に設けられ、前記本体前方に位
置する第１、第２の加熱コイル及び前記本体後方で前記第１、第２の加熱コイルの間に位
置する第３の加熱コイルと、外部の空気を前記トッププレートの後側の本体上面に形成さ
れた吸気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第１の加熱コイル側の前記本
体外面に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、該吸気ファンの前方に配置
され前記第１及び第２の加熱コイルを駆動する制御基板と、該制御基板を覆う基板カバー
とを備えた誘導加熱調理器であって、前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を前記
第２の加熱コイルの外側で前記第３の加熱コイルの中心と前記吸気ファンの外殻との間に
形成された吐出口から吹き出す通風路を設けると共に、前記通風路の吐出口から吹き出す
空気を送るための補助ファンを前記本体内に設けたことを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項２に記載の発明は、本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該ト
ッププレートの下方に設けられ、前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前
記本体後方で前記第１、第２の加熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、前記第１
の加熱コイルの下方に設けられたロースターと、外部の空気を前記本体後方上面の前記第
２の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第
１の加熱コイル側の前記本体外面に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、
前記ロースター側の空間と前記制御基板及び前記第１の加熱コイルの側の空間を仕切るロ
ースターカバーと、前記ロースターカバーの側壁で仕切られた前記ロースターの側方の空
間内で前記吸気ファンの前方に配置され前記加熱コイルを駆動する制御基板と、前記制御
基板を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器であって、前記吸気ファンが前記制御基
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板に対して吹き出した風を前記基板カバー、前記吸気ファンの外殻及び前記ロースターカ
バーの側壁で囲まれた空間内に形成された通風路で後方に導き、前記本体内部後方に形成
された吐出口から吹き出し前記第３の加熱コイルに送風すると共に、前記通風路の吐出口
から吹き出す空気を送るための補助ファンを前記本体内に設けたことを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項３に記載の発明は、前記通風路の吐出口が前記吸気ファンの外殻又は前記
制御基板を覆う基板カバーに形成されたことを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項４に記載の発明は、本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該ト
ッププレートの下方に設けられ、前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前
記本体後方で前記第１、第２の加熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、外部の空
気を前記本体後方上面の前記第２の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部に
取り入れ前方に吹き出し前記第１の加熱コイル側の前記本体外面に設けられた排気口から
排気するための吸気ファンと、該吸気ファンの前方に配置され前記第１及び第２の加熱コ
イルを駆動する制御基板と、該制御基板を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器であ
って、前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を前記本体後方の位置から吹き出す吐
出口を有する通風路を前記本体内部に設け、前記通風路の一部が前記本体内部に形成され
た通風ダクトであり、該通風ダクトに前記通風路の吸気口である通風路吸気口を形成する
とともに前記本体内部に補助ファンを取り付け、前記吐出口より風上の位置に設けられた
前記通風路吸気口を介して前記補助ファンに吸入した空気を前記第３の加熱コイルに送る
ようにしたことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項５に記載の発明は、前記通風路の一部が前記吸気ファンの外殻又は前記基
板カバーに形成された通風ダクトであることを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項６に記載の発明は、前記通風路の一部が前記吸気ファンの前方に位置する
前記制御基板を保持する基板ケースに形成された通風ダクトであることを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項７に記載の発明は、前記通風路吸気口を前記吸気ファンの風上に設け、外
部の空気を前記吸気ファンを介さず吸入することを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項８に記載の発明は、本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該ト
ッププレートの下方に設けられ、前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び前
記本体後方で前記第１、第２の加熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、前記第１
の加熱コイルの下方に設けられたロースターと、外部の空気を前記本体後方上面の前記第
２の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部に取り入れ前方に吹き出し前記第
１の加熱コイル側の前記本体外面に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、
前記ロースター側の空間と前記制御基板及び前記第１の加熱コイルの側の空間を仕切るロ
ースターカバーと、前記ロースターカバーの側壁で仕切られた前記ロースターの側方の空
間内で前記吸気ファンの前方に配置され前記加熱コイルを駆動する制御基板と、前記制御
基板を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器であって、前記吸気ファンが前記制御基
板に対して吹き出した風を前記基板カバー、前記吸気ファンの外殻及び前記ロースターカ
バーの側壁で囲まれた空間内に形成された通風路で後方に導き、前記本体内部後方に形成
された吐出口から吹き出し前記第３の加熱コイルに送風すると共に、前記通風路の一部が
前記本体内部に形成された通風ダクトであり、該通風ダクトに前記通風路の吸気口である
通風路吸気口を形成するとともに前記本体内部に補助ファンを取り付け、前記吐出口より
風上の位置に設けられた前記通風路吸気口を介して前記補助ファンに吸入した空気を前記
第３の加熱コイルに送るようにするとともに、前記通風路吸気口を前記ロースターカバー
の風上側に設けたことを特徴とする。
【００１６】
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　さらに、請求項９に記載の発明は、本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該
トッププレートの下方に設けられ、前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び
前記本体後方で前記第１、第２の加熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、外部の
空気を前記本体後方上面の前記第２の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部
に取り入れ吸気ファン吐出口から前方に吹き出し前記第１の加熱コイル側の前記本体外面
に設けられた排気口から排気するための吸気ファンと、該吸気ファンの前方に配置され前
記第１及び第２の加熱コイルを駆動する制御基板と、該制御基板を覆う基板カバーとを備
えた誘導加熱調理器であって、前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を吹き出す通
風路を前記本体内部に設け、前記通風路の吸気口である通風路吸気口が前記吸気ファンの
外殻の側壁の前記吸気ファン吐出口と別の方向に形成されており、前記通風路を構成する
通風ダクトを前記吸気ファンの外殻に形成し、前記吸気ファンに吸入した空気を前記通風
路吸気口及び前記通風ダクトを介して前記第３の加熱コイルに送るようにしたことを特徴
とする。
【００１７】
　また、請求項１０に記載の発明は、前記通風ダクトに補助ファンを取り付けたことを特
徴とする。
【００１８】
　また、請求項１１に記載の発明は、本体と、該本体の上面を覆うトッププレートと、該
トッププレートの下方に設けられ、前記本体前方に位置する第１、第２の加熱コイル及び
前記本体後方で前記第１、第２の加熱コイルの間に位置する第３の加熱コイルと、外部の
空気を前記本体後方上面の前記第２の加熱コイル側に形成された吸気口から前記本体内部
に取り入れ前方に吹き出し前記第１の加熱コイル側の前記本体外面に設けられた排気口か
ら排気するための吸気ファンと、該吸気ファンの前方に配置され前記第１及び第２の加熱
コイルを駆動する制御基板と、該制御基板を覆う基板カバーとを備えた誘導加熱調理器で
あって、前記第３の加熱コイルを冷却するための空気を吹き出す通風路を前記本体内部に
設け、前記通風路の一部が前記吸気ファンの前方に位置する前記制御基板を覆う基板カバ
ーに形成された通風ダクトであり、該通風ダクトの近傍の前記吸気ファンの外殻に前記通
風路の一部である別の通風ダクトを形成し、前記吸気ファンに吸入した空気を前記基板カ
バーの通風ダクト及び前記吸気ファンの外殻の通風ダクトを介して前記第３の加熱コイル
に送るようにしたことを特徴とする。
【００１９】
　また、請求項１２に記載の発明は、前記吸気ファンの外殻の通風ダクト又は前記基板カ
バーに形成された通風ダクトに補助ファンを取り付けたことを特徴とする。
【００２０】
　また、請求項１３に記載の発明は、前記通風路の吐出口よりも前記本体内の手前側にお
いて前記基板カバーに第２の通風ダクト吐出口を形成し、前記吸気ファンに吸入した空気
を前記第２の通風ダクト吐出口を介して前記第１の加熱コイルに送るとともに、前記通風
ダクト吐出口を介して前記第３の加熱コイルに送るようにしたことを特徴とする。

【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、第３の加熱コイルを冷却するための空気を第２の加熱コイルの外側で
第３の加熱コイルの中心と吸気ファンの外殻との間に形成された吐出口から吹き出す通風
路を設けたので、吸気ファンの吸排気作用により吸気ファン外殻周辺と排気口の間に圧力
差が生じ、吸気ファンの近傍にある吐出口から吹き出した風は、吐出口よりも排気口側に
ある第３の加熱コイルの方向に流れることになり、第３の加熱コイルを冷却するための風
量を十分に確保し、かつ効率良く冷却することができる。
【００２２】
　また、吸気ファンが制御基板に対して吹き出した風を基板カバー、吸気ファンの外殻及
びロースターカバーの側壁で囲まれた空間内に形成された通風路で後方に導き、本体内部
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後方に形成された吐出口から吹き出し第３の加熱コイルに送風すると、吸気ファンの吹き
出す温度の低い冷却風の一部を第３の加熱コイルに効率よく導き、吸気ファンと反対側に
位置する排気口にスムーズに冷却風を流し冷却することができる。
【００２３】
　また、通風路の吐出口を吸気ファンの外殻又は制御基板を覆う基板カバーに形成すると
、これらの部品を本体に取り付けることにより、吐出口及び通風路を同時に設けることに
なるので、高密度な実装を行うことができたり、あるいは組立性を良くすることができる
。
【００２４】
　また、通風路の風を第３の加熱コイルに送るための補助ファンを本体内に設けると、よ
り効率的に多くの風量を第３の加熱コイルに送風することができる。
【００２５】
　また、第３の加熱コイルを冷却するための空気を吹き出す通風路を本体内部に設け、通
風路の一部を吸気ファンの外殻に形成された通風ダクトで構成し、吸気ファンの外殻又は
基板カバーに補助ファンを取り付け、前記吐出口より風上の位置に設けられた通風路吸気
口を介して補助ファンに吸入した空気を第３の加熱コイルに送るようにすると、温度の低
い空気を第３の加熱コイル近傍に強制的に流して第３の加熱コイルを冷却することができ
、冷却効率が向上する。さらに、補助ファンを設けると、強制的に必要量の風量で第３の
加熱コイルを冷却できるとともに、吸気ファンの排気抵抗を低減し吸気ファンの速度を必
要以上に増大する必要がないので、騒音が低減する。
【００２６】
　また、通風路の一部が、吸気ファンの外殻又は基板カバーに形成された通風ダクトであ
ったり、あるいは吸気ファンの前方に位置する制御基板を保持する基板ケースに形成され
た通風ダクトであると、通風路を本体に設ける際の組立性が向上し高密度な設計をするこ
とができる。
【００２７】
　また、通風路吸気口を吸気ファンの風上に設け、外部の空気を吸気ファンを介さず吸入
すると、室温に近い空気を第３の加熱コイル近傍に強制的に流して第３加熱コイルを冷却
することができる。
【００２８】
　また、通風路吸気口をロースターカバーの風上側に設けると、ロースターの発生する熱
の影響により温度が上昇する前の空気を第３の加熱コイル近傍に強制的に流して第３の加
熱コイルを冷却することができる。
【００２９】
　また、第３の加熱コイルを冷却するための空気を吹き出す通風路の吸気口である通風路
吸気口を吸気ファンの外殻の側壁の吸気ファン吐出口と別の方向に形成するとともに、通
風路を構成する通風ダクトを吸気ファンの外殻に形成し、吸気ファンに吸入した空気を通
風路吸気口及び通風ダクトを介して第３の加熱コイルに送るようにすると、構成が簡素に
なるばかりでなく室温の空気で第３の加熱コイルを冷却することができる。この場合、第
３の加熱コイル冷却用の補助ファンをさらに設けると、吸気ファンの負担を少なくするこ
とができるので、安価で騒音も少ない。
【００３０】
　また、補助ファンを吸気ファンの外殻又は基板カバーに固定すると、補助ファンを本体
に取り付ける際の組立性を良くし高密度な設計をすることができる。
【００３１】
　また、通風路の一部を吸気ファンの前方に位置する制御基板を覆う基板カバーに形成さ
れた通風ダクトで構成し、吸気ファンの外殻に通風路の一部である別の通風ダクトを形成
し、吸気ファンに吸入した空気を二つの通風ダクトを介して第３の加熱コイルに送るよう
にすると、制御基板周辺の空気を効率よく抜き取ることができ、制御基板の風上あるいは
上部に通風路吸気部を設ければ制御基板の熱影響の少ない空気を取り込み第３の加熱コイ
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ルを冷却できるので、冷却効率が向上する。さらに、吸気ファンの外殻に補助ファンを設
けると、強制的に第３の加熱コイルへの風の流れを増やし冷却できるとともに、吸気ファ
ンの排気抵抗を低減し吸気ファンの速度を必要以上に増大する必要がないので、騒音が低
減する。
【００３２】
　また、通風路吐出口よりも手前側において基板カバーに第２の通風ダクト吐出口を形成
し、吸気ファンに吸入した空気を前記第２の通風ダクト吐出口を介して第１及び第２の加
熱コイルに送るとともに、通風路吐出口を介して第３の加熱コイルに送るようにすると、
通風路の一部を吸気ファンの前方に位置する制御基板を保持する基板ケースに形成された
通風ダクトで構成し、この通風ダクトに補助ファンを取り付けると、制御基板を冷却して
暖められた空気を制御基板周辺から抜き取ることができ、第３の加熱コイルを冷却できる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
実施の形態１．
　図１乃至図３は、本発明の実施の形態１にかかる誘導加熱調理器を示しており、調理器
本体２はキッチンのキャビネットの天面に設けた開口部に上から落とし込んで組み込まれ
る。本体２の上面は結晶化セラミックを素材としたトッププレート４の周囲をプレート枠
６で囲んで構成されたトッププレートユニットにより覆われている。トッププレート４に
は複数（本実施の形態では三つ）の加熱部８，１０，１２が印刷により表示されている。
トッププレート４の後方で本体２の後部には、外部の空気を本体２内に取り入れるための
吸気口１４と、本体２内の発熱部品により加熱された空気を外部に排出するための排気口
１６が形成されている。
【００３４】
　加熱部８，１０，１２に対応する本体２内部には、トッププレート４の下方に、誘導加
熱手段を構成する第１及び第２の加熱コイル１８，２０が前方に偏って配設され、これら
二つの加熱コイル１８，２０の間で後方に偏った位置に第３の加熱コイル２２が配設され
ている。また、これら三つの加熱コイル１８，２０，２２はコイルベース２４，２６，２
８にそれぞれ載置されている。
【００３５】
　排気口１６側に設けられた第１の加熱コイル（図１の左側の加熱コイル）１８の下方に
は、本体前面に開口部を有しヒーターを内蔵するロースター３０が、魚などを加熱する加
熱庫として破線で示されるように形成されており、ロースター３０からの熱を遮蔽する仕
切り板としてのロースターカバー３２が制御基板３６，３８とロースター３０との間、及
び第１の加熱コイル１８とロースター３０との間に介装されている。すなわち、ロースタ
ーカバー３２は、ロースター３０側の空間と制御基板３６，３８及び第１の加熱コイル１
８の側の空間とを仕切る遮熱板である。また、ロースターカバー３２とロースター３０の
上面には断熱のための隙間が設けられている。
【００３６】
　鉄板など金属製板が曲げられて水平部分と垂直壁部分が形成されたロースターカバー３
２の上には、第１の加熱コイル１８が載置されたコイルベース２４を支えるための複数（
例えば、三つ）の支持部材（図示せず）が固定されており、この支持部材に取り付けられ
たばね３３により第１の加熱コイル１８はトッププレート４の裏面（下面）に押圧されて
いる。
【００３７】
　また、ロースター３０の側方（吸気口１４側）における本体前面には、誘導加熱調理器
を使用して調理するときに操作する操作部３５が設けられている。さらに、ロースター３
０の側方（吸気口１４側）で第２の加熱コイル２０の下方には、ロースターカバー３２の
側壁、基板カバー４４ｄ（基板ファンカバー４４）及び本体側壁部２ａで仕切られた空間
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内に、第１乃至第３の加熱コイル１８，２０，２２を制御するための電子部品を備えた三
つの制御基板３４，３６，３８が上下に積層された状態で配設されており、その後方には
本体２外部の空気を吸い込むとともにその空気を制御基板３４，３６，３８の方向に吐出
するための複数（例えば、二つ）の遠心型吸気ファン４０，４２が上下に配置されている
。
【００３８】
　三つの制御基板３４，３６，３８は、吸気ファン４０，４２からの吐出空気により冷却
されるが、本実施の形態では、吸気ファン４０，４２の構成上、図２の破線矢印で示され
るように、上層及び下層の制御基板３４，３６には中間層の制御基板３８より多くの冷却
風が供給される。また、三つの加熱コイル１８，２０，２２のうち、使用する頻度が少な
いので後方に配置された第３の加熱コイル２２の定格出力が最も小さくなるように設定し
ていることから、第３の加熱コイル２２を制御する制御基板３８を中間層に配置している
。
【００３９】
　しかしながら、中間層の冷却風量は少ないことから、中間層を段差のある２段形状に構
成して、発熱部品であるスイッチング素子やダイオードブリッジ（パワーモジュール）等
の第１の回路部品を上段３８ａに載置するとともに、発熱部品である共振コンデンサ等の
第２の回路部品を下段３８ｂに載置して、温度上昇の分布が均等化されるようにして冷却
効率を向上させている。また、上段３８ａに載置された第１の回路部品上には、熱伝達率
を向上させるためのヒートシンク４３が放熱手段として固定されており、ヒートシンク４
３には、放熱効果を高めるために上方に延びる複数の冷却フィンが形成されている。
【００４０】
　また、制御基板３４，３６，３８を上方より覆うために設けた基板カバー４４ｄと吸気
ファン４０，４２の外殻を形成しその上方をカバーするために設けたファンカバー４４ｅ
とが一体的に形成された基板ファンカバー４４が、ロースターカバー３２の上面（水平面
）とほぼ同じ高さで、吸気ファン４０，４２の外殻を形成しその側方を覆う吸気ファンケ
ース４６、ロースターカバー３２、本体外殻の吸気口側の側壁部（図１では右側壁部）２
ａ、及び本体外殻の前壁部２ｂで囲まれた空間の上方を仕切るように配設されている。
【００４１】
　図４及び図５は基板ファンカバー４４と吸気ファンケース４６を示しており、基板ファ
ンカバー４４の基板側には、基板カバー４４ｄが形成されている。基板カバー４４ｄ上に
は、第２の加熱コイル２０が載置されたコイルベース２６を支えるための複数（例えば、
三つ）の円柱状の支持部材４８が樹脂材料により一体的に形成されており、この支持部材
４８に嵌め込まれて取り付けられたばね５０によりコイルベース２６は、円柱状の当接部
（図示せず）とその上に設けられた弾性部材（図示せず）が当接する状態でトッププレー
ト４の裏面（下面）に押圧され、第２の加熱コイル２０とトッププレート４の裏面との距
離が確保されている。
【００４２】
　また、吸気ファン４０の上方に位置する基板ファンカバー４４には、上方に向かって突
設されたファンカバー４４ｅが樹脂材料により一体的に形成されており、吸気口１４から
取り入れられた外部空気は、ファンカバー４４ｅの内側に設けられた吸気部４４ａから吸
気ファン４０，４２に吸入される。また、基板ファンカバー４４の前方の第３の加熱コイ
ル２２側には、基板カバー４４ｄが樹脂材料により一体的に形成されており、第３の加熱
コイル２２が載置されたコイルベース２８を支えるための複数（例えば、三つ）の支持部
材の一つ５２が基板ファンカバー４４における吸気ファンケース４６の側壁（垂直壁）の
上部に近接した状態で樹脂材料により一体的に形成されている。
【００４３】
　さらに、ファンカバー４４ｅの第３の加熱コイル２２側には、第３の加熱コイル２２を
冷却するための専用の通風ダクト５３が基板ファンカバー４４と一体的に形成されている
。この通風ダクト５３は前後に仕切られており、後方に通風路吸気口５３ａが形成される
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とともに前方に通風路吐出口５３ｂが形成されている。
【００４４】
　また、吸気ファンケース４６の第３の加熱コイル２２側には、補助ファンケース５８の
一部である下部ケース６０が樹脂材料により一体的に形成されており、この下部ケース６
０に補助ファン６２が収容され、補助ファンケース５８の別の一部である上部ケース６４
が下部ケース６０に螺着されている。また、補助ファン６２後方の上部ケース６４には、
ファンカバー４４に一体的に形成された通風ダクト５３の吸気口５３ａの直下に位置する
吸気口６４ｂが形成されており、補助ファン６２の上方の上部ケース６４には、通風ダク
ト５３の吐出口５３ｂの直下に位置する吐出口６４ａが形成されている。
【００４５】
　図６に示されるように、第３の加熱コイル２２の下方のロースターカバー３２上には、
コイルベース２８を支えるための二つの円柱状の支持部材５４が破線で示す位置で垂直に
形成されており、これら二つの支持部材５４と上述した一つの支持部材５２に取り付けら
れたばね５６によりコイルベース２８は、円柱状の当接部２８ｃとその上に設けられた弾
性部材２８ｄが当接する状態で第３の加熱コイル２２はトッププレート４の裏面（下面）
に押圧され、第３の加熱コイル２２２とトッププレート４の裏面との距離が確保されてい
る。
【００４６】
　図４及び図６に示されるように、第３の加熱コイル２２の外側のコイルベース２８上に
は環状の防磁リング６６が載置されており、防磁リング６６の外側におけるコイルベース
２８には、ファンカバー４４ｅの上方に向かって延出する略三角形状の延出部２８ａが通
風ダクトの吐出口５３ｂと略対向するように一体的に形成されている。この延出部２８ａ
は、基板ファンカバー４４に形成された上述した支持部材５２に支持されるとともに、第
３の加熱コイル２２に冷却風を送るための通風路６８が延出部２８ａの上下方向に形成さ
れている。なお、上述した防磁リングは、第１の加熱コイル１８の外側のコイルベース２
４上と、第２の加熱コイル２０の外側のコイルベース２６上にも同様に載置されている。
【００４７】
　また、延出部２８ａの略反対側に位置するコイルベース２８には、防磁リング６６を保
持するための略逆Ｌ字状の縦断面を有する係止部２８ｂが一体的に形成されており、この
係止部２８ｂに一部が係止された防磁リング６６は、他の２ヵ所がコイルベース２８に螺
着されている。防磁リングは、発熱するため風下に位置する部分の温度は、風上に位置す
る部分の温度よりも高くなる。係止部の部分は、隙間が存在するので樹脂部分の寸法が経
年変化で変化しても問題ないが、螺着部はネジがゆるんでしまう恐れがある。防磁リング
６６のこの取り付け方法は、コイルベース２８あるいは防磁リング６６が熱膨張で変形す
るのを防止するとともに、温度変化の少ない風上で螺着することにより防磁リング６６の
固定を確実にして振動の防止を行うようにするためのものであり、コイルベース２８に複
数の係止部を設け、防磁リング６６の少なくとも１ヵ所を風上側においてコイルベース２
８に螺着するようにしてもよい。
【００４８】
　さらに、コイルベース２８には略平行に延びる二つのコイルホルダ７０が第３の加熱コ
イル２２の外側巻線部と内側巻線部の中間の巻線の内部分で螺着されており、第３の加熱
コイル２２は、コイルベース２８と二つのコイルホルダ７０により挟持されてコイルベー
ス２８に保持されている。また、図７に示されるように、コイルホルダ７０が延在する方
向は、コイルベース２８の延出部２８ａに形成された通風路６８を通過した冷却風が流れ
る方向と略一致している。
【００４９】
　また、ロースターカバー３２に垂直に取り付けられた二つの支持部材５４は、通風路６
８を通過した冷却風の流れを妨げることなく、第３の加熱コイル２２の全体を効率よく冷
却できる位置に配置されている。すなわち、第３の加熱コイル２２の外周部の接線のうち
、通風路６８の略中心Ｃと第３の加熱コイル２２の中心を結ぶ線Ｌに対して平行な二本の
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接線Ｌ１，Ｌ２の外側に二つの支持部材５４は位置している。
【００５０】
　上記構成の誘導加熱調理器において、特に第３の加熱コイル２２を使用して調理を行う
場合の空気の流れを以下説明する。
　加熱部１２に鍋等の被加熱物を載置し第３の加熱コイル２２を使用して調理を行う場合
、操作部３５を操作して第３の加熱コイル２２に高周波電流を供給すると、被加熱物の底
部に渦電流が発生して被加熱物自体が発熱する。この時、吸気ファン４０，４２にも給電
され、図２の破線矢印で示されるように、吸気口１４から取り入れられた空気は、吸気フ
ァンケース４６を下降して吸気ファン４０，４２に吸入される。また、吸気ファン４０，
４２より吐出された空気は、３層に積層された制御基板３４，３６，３８上を通過し、一
部は制御基板３４上方の基板カバー４４ｄに形成された開口部４４ｂ，４４ｃ（図４参照
）を通過して第２の加熱コイル２０及び第１の加熱コイル１８を通過する一方、別の一部
は操作部３５の収納部の本体内壁に沿って流れ、さらにロースター３０の前方上部を通過
して各部を冷却した後、排気口１６より排出される。
【００５１】
　なお、図２に示されるように、吸気ファン４０，４２が吸気ファンモータ４１の両側に
形成されているため、３層の制御基板３４，３６，３８のうち、中間層の制御基板３６は
、上層あるいは下層の制御基板３４，３８に比べ流れる風量が少ないことから、中間層を
２段構成にして冷却効率を向上させている。また、中間層の上段３８ａに載置された第１
の回路部品と下段３８ｂに載置された第２の回路部品とに高低差を設けることで、第１の
回路部品上のヒートシンク４３にも吸気ファン４０から吐出された冷却風が直接当たるこ
とになり、本体前方に配置され上段３８ａに載置された第１の回路部品も十分に冷却され
る。
【００５２】
　また、吸気ファン４０，４２に給電されると同時に、補助ファン６２にも給電されるの
で、第３の加熱コイル２２専用の通風ダクト５３の通風路吸気口５３ａからも空気が取り
入れられ、取り入れられた空気は、補助ファンケース５８の上部ケース６４に形成された
吸気口６４ｂを介して補助ファン６２に吸入された後、上部ケース６４に形成された吐出
口６４ａを介して通風ダクト５３の吐出口５３ｂより上方に吐出される。
【００５３】
　さらに、吐出口５３ｂより上方に吐出された空気は、第３の加熱コイル２２が載置され
たコイルベース２８の延出部２８ａに形成された通風路６８を通過して、防磁リング６６
、第３の加熱コイル２２等を冷却した後、排気口１６より排出される。
【００５４】
　上記のように、第３の加熱コイル２２を冷却するための空気を第２の加熱コイル２２の
外側で第３の加熱コイル２２の中心と吸気ファン４０，４２の外殻（ファンカバー４４ｅ
及び吸気ファンケース４６）との間に形成された吐出口５３ｂから吹き出す通風路（通風
路吸気口５３ａから吐出口５３ｂに至る経路）を設けたので、吸気ファン４０，４２の吸
排気作用により吸気ファン４０，４２の外殻周辺と排気口１６との間に圧力差が生じ、吸
気ファン４０，４２の外殻の近傍にある吐出口５３ｂから吹き出した風は、吐出口５３ｂ
よりも排気口１６側にある第３の加熱コイル２２の方向に流れるので、第３の加熱コイル
２２を冷却するための風量を十分に確保し、かつ効率良く冷却することができる。
【００５５】
　また、通風路の吐出口５３ｂが吸気ファン４０，４２の外殻を形成するファンカバー４
４ｅで形成されているので、これらの部品を本体内に取り付けることにより、吐出口５３
ｂ及び通風路を同時に設けることができ、高密度な実装を行ったり、あるいは組立性を良
くすることができる。なお、吐出口５３ｂは、制御基板を覆う基板カバー４４ｄ又は吸気
ファンの外殻を形成する吸気ファンケースに形成されても良い。
【００５６】
　また、第３の加熱コイル２２を冷却するための空気を吹き出す通風路を本体内部に設け
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、通風路の一部を吸気ファンの外殻（吸気ファンケース４６及び吸気ファンカバー４４ｄ
）に形成された通風ダクト（通風ダクト５３及び補助ケース５８）で構成し、吸気ファン
の外殻に補助ファン６２を取り付け、吐出口５３ｂより風上の位置に設けられた通風路吸
気口５３ａを介して補助ファン６２に吸入した空気を第３の加熱コイル２２に送るように
すると、温度の低い空気を第３の加熱コイル２２近傍に強制的に流して第３の加熱コイル
２２を冷却することができ、冷却効率が向上する。本実施の形態のように通風路吸気口５
３ａを吸気ファン４０，４２の風上に設け、外部の空気を吸気ファン４０，４２を介さず
吸入すると、室温に近い空気を第３の加熱コイル２２近傍に強制的に流すことができる。
さらに、補助ファンを設けているので、強制的に必要量の風量で第３の加熱コイル２２を
冷却できる。なお、通風路の一部を吸気ファンの外殻の代わりに、基板カバー４４ｄに設
け、吐出口５３ｂよりも風上の本体内部の位置（例えば吸気ファン４０，４２の吐出口近
傍又は制御基板３４，３６，３８の近傍）に通風路吸気口５３ａを設けても良い。
【００５７】
　なお、上述した実施の形態では、基板カバー及びファンカバーを樹脂材料により一体的
にして基板ファンカバーを形成し組立性が向上するようにしたが、必ずしも一体的に形成
する必要はなく、別体としてもよい。
【００５８】
実施の形態２．
　以下、本発明の実施の形態２について、図８を参照しながら上述した実施の形態１との
相違点のみ説明する。
【００５９】
　上述した実施の形態１においては、第３の加熱コイル２２を冷却するための専用の通風
ダクト５３をファンカバー４４に一体的に形成したが、本実施の形態においては通風ダク
ト５３を設けることなく、吸気ファンケース４６の上部に通風路４６ａを形成している。
【００６０】
　また、吸気ファンケース４６の第３の加熱コイル２２側には、補助ファンケース５８の
一部である下部ケース６０が樹脂材料により一体的に形成されており、この下部ケース６
０に図７に示す補助ファン６２が収容され、補助ファンケース５８の別の一部である上部
ケース６４が下部ケース６０に螺着されている。また、上部ケース６４には、補助ファン
６２から排出された空気が吐出される吐出口６４ａが形成されており、吸気ファン４０よ
り通風路４６ａを介して補助ファン６２に吸入された空気は、吐出口６４ａを介して上方
に吐出される。
【００６１】
　本実施の形態において、第３の加熱コイル２２を使用して調理を行う場合、吸気ファン
４０，４２より吐出される空気は、制御基板３４，３６，３８に向かって送られる一方、
吐出空気の一部は吸気ファンケース４６に形成された通風路４６ａを介して補助ファン６
２に吸引される。補助ファン６２に吸引された空気は、上部ケース６４に形成された吐出
口６４ａを介して第３の加熱コイル２２が載置されたコイルベース２８の延出部２８ａに
形成された通風路６８を通過して、防磁リング６６、第３の加熱コイル２２等を冷却した
後、排気口１６より排出される。
【００６２】
　以上のように、第３の加熱コイル２２を冷却するための空気を吹き出す通風路の吸気口
である通風路吸気口４６ａを吸気ファンの外殻である吸気ファンケース４６の側壁の吸気
ファン吐出口と別の方向に形成するとともに、通風路に連通する通風ダクト（補助ファン
ケース５８）が吸気ファン４０，４２の外殻である吸気ファンケース４６に形成されてお
り、吸気ファン４０，４２に吸入した空気を通風路吸気口４６ａ及び通風ダクト（補助フ
ァンケース５８）を介して第３の加熱コイル２２に送るようにすると、構成が簡素になる
ばかりでなく室温の空気で第３の加熱コイル２２を冷却することができる。この場合、第
３の加熱コイル２２冷却用の補助ファン６２をさらに設けると、吸気ファン４０，４２の
負担を少なくすることができるので、安価で騒音も少ない。また、補助ファン６２を吸気
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ファン４０，４２の外殻に固定すると（基板カバー４４ｄに固定しても良い）、補助ファ
ン６２を本体に取り付ける際の組立性を良くし高密度な設計をすることができる。
【００６３】
　本実施の形態においては、吸気ファン４０より通風路４６ａを介して吐出された空気は
強制的に補助ファンケース５８に送られるので、補助ファン６２は必ずしも必要ではなく
、補助ファンケース５８を通風ダクトとして使用することもできる。
【００６４】
実施の形態３．
　以下、本発明の実施の形態３について、図９及び図１０を参照しながら上述した実施の
形態１との相違点のみ説明する。
【００６５】
　本実施の形態においては、吸気ファンケース４６の第３の加熱コイル２２側には、補助
ファンケース５８の一部である下部ケース６０が一体的に形成されており、この下部ケー
ス６０に補助ファン６２が収容され、補助ファンケース５８の別の一部である上部ケース
６４が下部ケース６０に螺着されている。また、下部ケース６０には、吸気ファン４０，
４２から吐出された空気が吸入される吸気口６０ａが形成されており、上部ケース６４に
は、補助ファン６２から排出された空気が吐出される吐出口６４ａが形成されている。
【００６６】
　また、制御基板３４，３６，３８上方における基板カバー４４ｄのロースター３０側に
は、通風ダクト７２が樹脂材料により一体的に形成されており、この通風ダクト７２には
、側方に位置する第１の加熱コイル１８に向かって開口する第１の吐出口７２ａと、後方
に位置する補助ファンケース５８の下方に向かって開口する第２の吐出口７２ｂが形成さ
れている。
【００６７】
　本実施の形態において、第３の加熱コイル２２を使用して調理を行う場合、吸気ファン
４０，４２より制御基板３４，３６，３８に向かって吐出された空気の一部は、基板カバ
ー４４ｄの第１の吐出口７２ａを介して第１の加熱コイル１８に送られる通風路Ａが形成
される。また、基板カバー４４ｄの第２の吐出口７２ｂより補助ファンケース５８の下部
ケース６０に形成された吸気口６０ａを介して補助ファンケース５８に収容された補助フ
ァン６２に吸入される通風経路Ｂ、及び吸気ファン４０，４２が制御基板３４，３６，３
８に対して吹き出した風を第２の吐出口７２ｂを通らずその下方を基板カバー４４ｄ、吸
気ファンケース４６及びロースターカバー３２の側壁で囲まれた空間内に形成された通風
路で後方に導き、補助ファンケース５８の下部ケース６０に形成された吸気口６０ａを介
して補助ファンケース５８に収容された補助ファン６２に吸入される通風経路Ｃが形成さ
れ、補助ファン６２より吸入され吐出された空気は補助ファンケース５８の上部ケース６
４に形成された吐出口６４ａより上方に吐出される。
【００６８】
　さらに、補助ファン６２より上方に吐出された空気は、第３の加熱コイル２２が載置さ
れたコイルベース２８の延出部２８ａに形成された通風路６８を通過して、防磁リング６
６、第３の加熱コイル２２等を冷却した後、排気口１６より排出される。
【００６９】
　この構成により、吸気ファン４０，４２に吸入した空気を二つの通風ダクトを介して第
３の加熱コイル２２に送るようにしているので、制御基板周辺の空気を効率よく抜き取る
ことができ、制御基板の風上あるいは上部に通風路吸気部を設ければ制御基板の熱影響の
少ない空気を取り込み第３の加熱コイル２２を冷却でき冷却効率が向上する。
【００７０】
　なお、二つの通風ダクトは、いずれか一つでもよく、吸気ファン４０，４２の吹き出す
温度の低い冷却風の一部を第３の加熱コイル２２に効率よく導き、吸気ファンと反対側に
位置する排気口にスムーズに冷却風を流し冷却することができる。また、この通風ダクト
のいずれかに補助ファンを取り付けると、制御基板を冷却して暖められた空気を制御基板
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３４，３６，３８周辺から抜き取ることができ、第３の加熱コイル２２を冷却できる。
【００７１】
　本実施の形態においても、吸気ファン４０より吐出された空気は第２の吐出口７２ｂを
介して強制的に補助ファンケース５８に送られるので、補助ファン６２は必ずしも必要で
はなく、補助ファンケース５８を通風ダクトとして使用することもできる。
【００７２】
実施の形態４．
　以下、本発明の実施の形態４について、図１１を参照しながら上述した実施の形態１と
の相違点のみ説明する。
【００７３】
　本実施の形態においては、制御基板３４，３６，３８が保持される基板ケース７４に通
風ダクト７６を樹脂材料により一体的に形成し、この通風ダクト７６に補助ファン（図示
せず）を収容している。上層の制御基板３４には、複数の回路部品７８と放熱手段として
のヒートシンク８０が取り付けられており、制御基板３４後方で吸気ファンケース４６側
方の基板ケース７４に通風ダクト７６は設けられている。また、通風ダクト７６には、上
方に開口する吐出口７６ａが形成されている。
【００７４】
　本実施の形態において、第３の加熱コイル２２を使用して調理を行う場合、吸気ファン
４０，４２より制御基板３４，３６，３８に向かって吐出された空気のうち、上層の制御
基板３４を通過した空気の一部は、通風ダクト７６を介して補助ファンに吸入される。ま
た、補助ファンより吐出された空気は通風ダクト７６に形成された吐出口６４ａより上方
に吐出される。
【００７５】
　さらに、補助ファン６２より上方に吐出された空気は、第３の加熱コイル２２が載置さ
れたコイルベース２８の延出部２８ａに形成された通風路６８を通過して、防磁リング６
６、第３の加熱コイル２２等を冷却した後、排気口１６より排出される。
【００７６】
　以上のように、通風路６８の吸気口を、吐出口７６ａの風上側又はロースターカバー３
２の風上側に設けると、ロースター３０の発生する熱の影響により温度が上昇する前の空
気を第３の加熱コイル２２近傍に強制的に流して第３加熱コイル２２を冷却することがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　上述したように、本発明にかかる加熱調理器は、後方に配置した加熱コイルを効率的に
冷却できるので、前方に二つの加熱コイルを設け後方に一つの加熱コイルを設けた三口誘
導加熱調理器等の多口誘導加熱調理器として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の実施の形態１にかかる誘導加熱調理器の分解斜視図
【図２】図１の誘導加熱調理器の縦断面図
【図３】トッププレートを取り外した状態の図１の誘導加熱調理器の平面図
【図４】図１の誘導加熱調理器に設けられた第３の加熱コイルとファンカバーと吸気ファ
ンケースの分解斜視図
【図５】図４の第３の加熱コイルとファンカバーと吸気ファンケースの正面図
【図６】第３の加熱コイルの平面図
【図７】冷却風の流れを示す第３の加熱コイルの平面図
【図８】本発明の実施の形態２にかかる誘導加熱調理器に設けられた第３の加熱コイルと
ファンカバーと吸気ファンケースの分解斜視図
【図９】本発明の実施の形態３にかかる誘導加熱調理器に設けられた第３の加熱コイルと
ファンカバーと吸気ファンケースの分解斜視図
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【図１０】図９に示される補助ファンケースを下から見た場合の斜視図
【図１１】本発明の実施の形態４にかかる誘導加熱調理器に設けられた第３の加熱コイル
とファンカバーと基板ケースの分解斜視図
【符号の説明】
【００７９】
２　調理器本体、　２ａ　側壁部、　２ｂ　前壁部、　４　トッププレート、　
６　プレート枠、　８，１０，１２　加熱部、　１４　吸気口、　１６　排気口、　
１８，２０，２２　加熱コイル、　２４，２６，２８　コイルベース、　
２８ａ　延出部、　２８ｂ　係止部、　２８ｃ　当接部、　２８ｄ　弾性部材、　
３０　ロースター、　３２　ロースターカバー、　３３　ばね、　
３４，３６，３８　制御基板、　３５　操作部、　３８ａ　上段の制御基板、　
３８ｂ　下段の制御基板、　４０，４２　吸気ファン、　４１　吸気ファンモータ、　
４３　ヒートシンク、　４４　基板ファンカバー、　４４ａ　吸気部、　
４４ｂ、４４ｃ　開口部　４４ｄ　基板カバー、　４４ｅ　ファンカバー、　
４６　吸気ファンケース、　４６ａ　通風路、　４８　支持部材、　５０　ばね、　
５２　支持部材、　５３　通風ダクト、　５３ａ　吸気口、　５３ｂ　通風路吐出口、　
５４　支持部材、　５６　ばね、　５８　補助ファンケース、　６０　下部ケース、　
６０ａ　吸気口、　６２　補助ファン、　６４　上部ケース、　６４ａ　吐出口、　
６４ｂ　吸気口、　６６　防磁リング、　６８　通風路、　７０　コイルホルダ、　
７２　通風ダクト、　７２ａ　第１の吐出口、　７２ｂ　第２の吐出口、　
７４　基板ケース、　７６　通風ダクト、　７６ａ　吐出口、　７８　回路部品、　
８０　ヒートシンク。

【図１】 【図２】



(16) JP 4783244 B2 2011.9.28

【図３】 【図４】
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【図９】 【図１０】



(18) JP 4783244 B2 2011.9.28

【図１１】



(19) JP 4783244 B2 2011.9.28

10

フロントページの続き

(72)発明者  岡田　和一
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  日下　貴晶
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  阪本　敦
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内

    審査官  結城　健太郎

(56)参考文献  特開２００３－２８２２３２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－０７９４４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１０３１１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２５０５０２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０５Ｂ　　　６／１２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

